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地域社会の大きな枝葉が、子どもや若者や家族を温かく包み込むように支えるマークとなっています。中心の円の三色はそれぞれ黄色は
「子ども」、橙色は「若者」、青色は「家族」を表しており、地域社会とともに育成支援をしていこうという当財団の思いを表しています。

財団のシンボルマーク

カプラであそんだよ！
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第4回 むかしあそびって
おもしろい！

しろぼとあそぼ♪
毎月第一日曜日開催

第5回 キッズ☆おしごと広場
0歳からのお星さま☆と
絵本と音楽♪の世界

なりきり体験 名探偵しろぼのミステリーランド

なりきり体験
コロコロふしぎパーク

ゆめパンコンテスト

天文入門！
月の位置早見盤づくりと
お月見プラネタリウム

サイエンスフェスタ
科学に関する工作や体験、実験が大集合！

たかたんあそびひろば プラネタリウム
「ユニバース」

ファッションショー
飯野高校応用デザイン科
服飾デザインコース

サテライトこどもの城
in桑名

電車でゴーゴー！
鉄道模型展16

歯とお口の健康づくり
キャンペーン

皇學館大学よさこい部【雅】
15周年アニバーサリー
みんなでレッツ！よさこい！！2017

中学生のメッセージ2017

バリアフリー作品

（手話映像・字幕付き）を

初上映しました！

ペットボトルロケットを

飛ばしたよ！

多くの方に見ていただきたいので
お問い合わせください

あら不思議！？

本当はどっちが大きいのかな？



大人からの応援メッセージ展

三重県知事からのメッセージ
「仲間と力を合わせて
 未来に向かって突き進め！
　　 　三重県知事　鈴木 英敬」

デザイン画展

応募数236点の中から選ばれた優秀作品
37点の作品を展示

次回開催津地区、代表の津市青少年育成市
民会議槌谷会長にバトンが渡されました！

次回開催に向けて

運営協力の中学生の皆さんへ
森実行委員長から感謝状の贈呈。

16：00　感謝状の贈呈

第39回
少年の主張
三重県大会

中学生と大人が燃えた！ 夏休み最後の日曜日　　

中学生のメッセージ2017
　今年も、最終選考に残った14名の中学生の発表を地
元中学生、青少年育成会議のメンバーが全力で支え、盛
り上げ、感動の大会となりました。
　今年の応募は過去最高の12,361名。その中から選り抜
かれた14名はさすがです。表情豊かに自信に満ち溢れ会
場をうならせました。最優秀賞は、伊勢市立厚生中学校1
年の大西 諒さん。片耳が聞こえないという弱点をプラス
にと前向きで力強い発表に大きなエールが送られました。
　運営などで協力してくれた地元中学生は総勢68名、緊
張の面持ちでしたが、みんな最後まで立派にやり遂げて
くれました。

地域別

学校選抜
後の数
187作品中

南勢志摩
29%

三泗
24%津

10%

伊賀
10%

桑員 7%

鈴亀 6%

紀北 6% 紀南 2%

松阪 6%

テーマ別

友達
13％その他

18％
地域・社会
12％

生命
9％

家族
10％平和

9％
福祉・障がい 11％

福祉・障がい 6％
環境 5％

防災 5％

学校 3％

職業・労働 3％

政治・
経済 3％

勉強 1％ 文化・伝統 1％

国際 2％

学校選抜
後の数
187作品中

応募作品のテーマ・地域別の内訳
応募点数12,361の内、学校における選抜を受けて
当財団に提出された187作品の内訳です。

運営参加協力中学校 以下の中学校の生徒に協力していただきました。

司会・受付・案内・表彰アシスタント／伊勢市立五十鈴中学校、鳥羽市立加茂中
学校、志摩市立磯部中学校、玉城町立玉城中学校、度会町立度会中学校、大
紀町立大宮中学校、大紀町立大紀中学校、南伊勢町立南勢中学校
子ども狂言公演／鳥羽市能楽保存会　　
吹奏楽演奏／玉城町立玉城中学校
デザイン画／伊勢市立倉田山中学校３年　坂上 空優さん　　　
デザイン画協力／伊勢市立倉田山中学校、伊勢市立二見中学校、伊勢市立小
俣中学校、伊勢市立伊勢宮川中学校、玉城町立玉城中学校、大紀町立大宮中
学校、大紀町立大紀中学校、南伊勢町立南勢中学校、南伊勢町立南島中学校

ご協力いただいた
企業・団体様
※五十音順、敬称略

海女小屋はちまんかまど、伊勢南ロータリークラブ、岡三証券株式会社松阪支店、株式会社かんぽ生命保険三重支店、北村物産株式会社、株式会社ぎゅーとら、
グッディ、JAバンク三重、社会福祉法人志摩市社会福祉協議会、新日本工業株式会社、株式会社ぜにや、株式会社第三銀行、株式会社ダイム、千巻印刷産業株式会社、
株式会社津松菱、鳥羽の加茂牛 木田農場、有限会社二軒茶屋餅角屋本店、有限会社ニューライト、パイロットインキ株式会社、株式会社百五銀行、フルノケミテック
株式会社、株式会社前田組、公益社団法人三重県医師会、一般社団法人三重県建設業協会志摩支部、公益社団法人三重県歯科医師会、特定非営利活動法人三重県
歯科衛生士会、一般社団法人三重県薬剤師会、三重交通株式会社、三重信用金庫、株式会社ミヤハマワークス、有限会社森井電機、株式会社森組、株式会社森電気商会

各賞 学校名 学年 名前 タイトル
最優秀賞 伊勢市立厚生中学校 1 大 西 　 諒 「弱点は宝物」

優秀賞
四日市市立三重平中学校 3 三 田 　 京 佳 認めあう社会
津市立橋北中学校 3 曽我　萌々子 「情報社会に生きる」
伊勢市立小俣中学校 3 細井　亜弥乃 働きすぎではないですか？

優良賞

津市立橋北中学校 3 石 河 　 圭 太 「誰もが生きやすい社会」
四日市市立富田中学校 3 臼 井 　 絢 香 LGBTへの理解と配慮
伊勢市立城田中学校 3 梅 澤 　 瞭 太 生命のつながり
松阪市立大江中学校 3 梅 田 　 颯 「言葉と態度～人と人とを繋ぐもの～」
尾鷲市立尾鷲中学校 2 北 裏 　 功 これからの防災と私たちの声
志摩市立大王中学校 3 北 端 　 梨 桜 命の重み
四日市市立内部中学校 3 平山　奈那美 LGBT
多気町松阪市学校組合立多気中学校 1 廣瀬　ことは アウトメディア
四日市市立内部中学校 3 米 花 　 歩 夢 見逃すな！幸せの青い鳥のSOS
名張市立桔梗が丘中学校 1 山 村 　 悠 月 珍しいを当たり前に

中学生のメッセージ2017（第39回少年の主張三重県大会）　受賞者一覧

さあ、がんばろう！
9：00　朝の打ち合わせ！

来場者コメント

会場に入ったときの
さわやかなあいさつ
に始まり、中学生が大
活躍していたことが、
とてもよかったです。

来場者コメント

伝統ある文化を若い子どもたちが
立派に引き継いでいる姿に感動した。

来場者コメント

自信に満ちた楽しそうな演奏で、
会場が一体となり心おどりました。

運営協力中学生が全員集合！

デザイン画：青春を掲げる空

気持ちのよいあいさつと
笑顔でしっかりと受付。

13：20	
	いよいよ主張
	発表開始！

会場入口の
展示コーナーにもご案内

案内と説明は任せて！
優しい心遣いで来場者を案内。

大きな行事の運営へ
の参加は、達成感あり、
他校の生徒との交流
もありで、充実した1日
でした。

（志摩市立磯部中学校）

先生コメント 他の中学生の人と交流で
きて、よい経験になった。

（志摩市立磯部中学校）

めったにできない体験が
できた！皆さんの作文はと
ても心に残った。何かを考
えさせる力がありました。

（大紀町立大紀中学校）

中学生コメント

最初は何もできなかった
けれど、だんだんできる
ようになって、どんどん楽
しくなった。今度はもっと
声が出るようにしたい。

（鳥羽市立加茂中学校）

大人のスタッフに支えて
もらい、落ち着いてでき
た。津の大会では、作文を
書いて応募しようと思う。

（玉城町立玉城中学校）

中学生コメント

中学生コメント

普段できない裏方の仕事がで
きたので、良かった。これから
の生活にも活かしていきたい。

（南伊勢町立南勢中学校）

中学1年と小学6年の
兄弟による「以呂波（いろは）」

14：50	 伝統芸能の
	 子ども狂言 15：00	 玉城中学校

	 吹奏楽部の演奏

15：40　ドキドキ！結果発表
表彰アシスタントも中学生！

来年は津地区へ！

15：50	 講評10：00　受付開始！

13：00	 開会 落ち着いて堂々とした司会。

主催者・来賓（鈴木健一伊勢市長）あいさつ

受賞おめでとう！

大西さんの作品は、財団ホームページ（http://www.mie-
cc.or.jp/ikuseihp）に掲載していますのでご覧ください。

「弱点は宝物」
伊勢市立厚生中学校　
１年　大西 諒さん

最優秀賞最優秀賞

最優秀賞に選ばれてびっくりしました。
大会前に先生や家族と練習をして当日を迎えました。
会場の皆さんに私の発表を真剣に聞いていただけてう
れしかったです。

受賞者の感想

平成29年8月27日（日）
伊勢市生涯学習センターいせトピア多目的ホール

審査委員　※敬称略・順不同

審査委員長／駒田 美弘 国立大学法人三重大学　学長
審 査 委 員／間野 丈夫 三重テレビ放送株式会社　取締役
 中西 正典 度会町教育委員会　教育長
 松井 幸生 三重県小中学校長会　幹事
 　　　　　（志摩市立安乗中学校　校長）
 美濃 松謙 三重県PTA連合会　常任幹事
 小林 静子 三重県教職員組合　中央執行副委員長
 福永 和伸 三重県健康福祉部子ども・家庭局　局長
 水元　 正 公益財団法人三重こどもわかもの育成財団　副理事長

胸に秘めた熱い思いを		自分の言葉
で発
表。

審査委員長
国立大学法人三重大学　学長　駒田 美弘様

14名の発表は、いずれも私たちの心に響く素晴らしい内容でした。
緊張している様子も窺えましたが、中学生らしく好感が持てまし
た。発表態度も、会場いっぱいの聴衆に視線を送りながら、身振り
をまじえ、語りかけ、一生懸命の発表でした。素晴らしかった！
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サイエンスフェスタに参加して　三重中学校・三重高等学校　　　

　僕は今回サイエンスフェスタに参加して、子ど
もたちとコミュニケーションを楽しむことができ
ました。アサリの浄化実験では、準備のアドリブ
雑談に子どもたちがしっかり乗ってくれたので、
沈黙の無い良い雰囲気で実験をすることができ
ました。結果発表の時のリアクションも良くて、
心から「やってよかったな」と思いました。

（中学3年 沖田龍之介さん）

　たくさんの方に来ていただき
ました。貝のキーホルダー作り
を体験された方は熱心に、そし
て楽しそうにしていたのでうれ
しかったです。今後、これらを
きっかけに海を身近に感じ、海
を守りたいと少しでも思ってい
ただければと思いました。
（中学1年 野村彩希さん）

　中学１年生から高校生までが協力し
てブースを企画・運営するのが、三重中
高科学技術部のスタイル。先輩が後輩を
指導する姿から、中学生は子どもたちに
接する方法を学びとっていきます。参加
してくれた子どもたちの活き活きとした
姿に、中高生も笑顔が絶えません。子ど
もたちとの交流を、本当に楽しくさせて
いただきました。（石井智也先生）

　“色の変わる化学実験”などを準備しました
が、とりわけ“ブルーレット（青色）の色が消
える”実験は子どもたちからご年配の方々にも
大変喜んで頂き、あの瞬間の目の色の変わり
方・顔の表情などは、化学に携わってきた者
の醍醐味の一つでもあります。またこの企画
に参加させていただくことが出来たことを心
より感謝いたします。（東浦啓子先生）

「ボランティア歴10年以上！元理科の先生。たく
さんの知識を活かし、みえこどもの城のサイエ
ンスを支えてくれています。今回もペットボトル
ロケット大会のために、炎天下、何日もかけて準
備をしてくれました。御年84歳！ずっとみえこど
もの城へ来てほしいです！（担当：あやか）

主催：三重県立みえこどもの城
後援：三重県、松阪市、松阪市教育委員会

◆ 入館者数　約2,100名
◆ 参加企業、団体等　約50名
◆ 大学生、高校生ボランティア　約50名

2017年 8月6日（日）

サイエンスをテーマに大型イベント「サイエンスフェスタ」を開催！！
たくさんの団体やボランティアにより、楽しい実験や体験、ショーがくり広げられました。
夏休みの自由研究に役立ったかな？

ドキドキわくわく！サイエンス
講師：吉田浩久さん

磁石で動くスーパーカーをつくろう
協力：松阪おもちゃの病院

電気実験教室
協力：中部電力株式会社

貝のキーホルダーをつくろう
協力：三重中学校・三重高等学校科学技術部・生徒会

生ごみがたい肥化できる魔法の箱づくり
協力：松阪市清掃政策課　他

夏の星空と天体ショー
講師：浅田英夫さん

ぼくら生き物調査隊
協力：（一財）三重県環境保全事業団他

音楽ロボット演奏
協力：音楽研究所

顕微鏡をのぞいてみよう
協力：三重中学校・三重高等学校科学技術部・生徒会

クイズで知ろう！松名瀬干潟
協力：三重中学校・三重高等学校科学技術部・生徒会

ヒロさんのサイエンス工作
協力：萩原善洋さん

サイエンスマジックショー
協力：三重中学校・三重高等学校科学技術部・生徒会

プログラミング教室
協力：松阪市教育委員会

ソーラーパネル・太陽追尾装置
協力：松阪おもちゃの病院

ペットボトル風力発電機
協力：松阪おもちゃの病院

ロボットペーパークラフト
協力：音楽研究所

ペットボトルロケットの制作を通して！
「わー、とんだ！飛んだ！！」驚きと喜びの入り混じった歓喜を
あげ、ロケットの落下地点まで一目散に飛び出して行く子。言
葉では言い表せない一瞬の嬉しい光景であった。子どもたち
の目を見ると何度でも挑戦したいと言わんばかりの輝きが見
て取れた。これからも子どもたちのこうした気持ちの育ちを願
い科学する場を提示して行けたらと思う。
（みえこどもの城ボランティア 森口勝典さん）

みんなでロケット持っていい笑顔！！

キーホルダー作り

ペットボトルロケット

大会・発射体験
協力：

松阪市

一番遠くまで
飛ばせた子に

松阪市長賞を進呈！

楽しい「サイエンス」がいっぱいの1日でした！
来年もやるぞー！

マイ
ロケ
ット作成中…

最長飛距離86ｍ！

サイエンスマジックショー

舞台発表

子どもたちもお兄さん、お姉さんに教えてもらって嬉しそうでした！

スタッフから

4 5



しろぼパンは、

みえこどもの城だけの

限定販売です!!

みえこどもの城キャラクター「しろぼ」
をもっとたくさんの方に知ってもらおう
と、パンを作りました！

パンフェスタ
513B

AKERY×みえこどもの城

応募総数、県内外から199作品！！
（株）コイサンズ取締役の佐野さんや
管理本部の山下さん、みえこどもの
城のスタッフが1枚1枚じっくり審査
しました。グランプリ・しろぼ賞・ア
ミーゴおじさん賞のほか、佳作18作
品が選ばれました。

(株)コイサンズ アミーゴおじさんが店番をしていたよ！

しろぼ紙芝居

「しろぼ、パン屋さんになる」

しろぼパン
できた！！第1弾

とって
も

おいしいよ！

平成29年1月 始動

平成29年3月25日（土）、26日（日）
「むかしあそびっておもしろい！」

にて販売開始

しろぼパンの販売は…
○�毎月第1日曜日
　（「しろぼとあそぼ」開催日）
○�みえこどもの城での
　イベント時（不定期）

こんなパンになりました！

ゆめパン
コンテスト第2弾

しろぼパン発売記念企画
あなたが食べてみたい

「ゆめパンコンテスト」作品募集

平成29年3月25日（土）～4月9日（日）

平成29年4月17日（月）
「ゆめパンコンテスト」審査会

平成29年6月4日（日）
表彰式

上位3作品は、実際の

パンにして、各入賞者へ

お渡ししました
！

グラン
プリ賞

アミーゴ
おじさん

賞
ロマンティックな夜空 ぐぅ・ちょき・ぱん

しろぼ賞

チーズたっぷり♥
しろぼピザ

ホバークラフトにのってみよう

竹とんぼ

協力団体
16団体 157名！

4,128人の
親子が参加！

けん玉

お餅つき体験

やじろべえ作り

間伐材でキーホルダー シャボン玉 ゴム鉄砲つくり

わたがし竹こっぽり

ミニ凧揚げ

竹馬づくり

　第４回 

むかしあそび
　っておもしろい！

四日市市青少年育成市民会議・四日市市少年自然の家／いなべ市青少年育成市民会議／公益社団
法人松阪市シルバー人材センター／高田短期大学キャリア育成学科／尾鷲市青少年育成市民会議／紀宝町青少年育成町民会議／日本
けん玉協会三重県支部／松阪おもちゃの病院／松尾まちづくり協議会／みえ長寿推進協力員津連絡会（現：ふれあい長寿津）／立野
地区のみなさん／音楽研究所／鳥羽市青少年育成市民会議／社会福祉法人まつさか福祉会向野園／みえこどもの城ボランティア

❖協力団体一覧 ※敬称略 順不同

開催日：
平成29年３月25日（土）・26日（日）

折り紙遊び

ボクのパンができたよ。
黄色い顔や目、鼻、口など、どう作っ
てくれるのか…ドキドキ。製作担当
の佐野さんは、何回も試作品を作っ
てボクに会いに来てくれたんだよ。

黄色い顔はかぼちゃ、目は
ココア、お口はラズベリー、
耳は抹茶でカラフルに。子ど
もたちが安心して食べられ
るようにこだわってくれたん
だって。かわいくてボクそっ
くりのパン。気に入ったよ！

かぼちゃ

ラズベリー
抹茶

ココア

❖協力企業・団体一覧　※敬称略 順不同

協力企業・団体  旭電気株式会社／旭美容専門学校／伊勢赤十字病院／イセット株式会社／井村屋グループ株式会社／ヴィラフェリスオルヴィエート
岡三証券株式会社松阪支店／株式会社エスト／株式会社ビコーインプレス／株式会社プラトンホテル／株式会社ミツイバウ・マテリアル／株式会社
宮忠／公益社団法人松阪市シルバー人材センター ちびっこはうす／新日本工業株式会社／松阪ケーブルテレビ・ステーション株式会社／メモリアル
フォトハウス ボージャルダン／有限会社上野屋／有限会社深緑茶房／宇野重工株式会社／下津醤油株式会社／株式会社エムワン（はあと薬局）
株式会社ジェントリー／株式会社ボンタイム／株式会社第三銀行／公益社団法人三重県歯科医師会／三重コニックス株式会社／三重県歯科衛生士会
松阪支部／子育て・女性健康支援センター・みえ（（一社）三重県助産師会）／社会福祉法人長寿会なでしこ苑／松阪警察署／松阪地区広域消防組合松
阪中消防署／松阪飯南森林組合+三重県森林・林業経営課／万協製薬株式会社／有限会社ケアステーションたきび／有限会社小川耕太郎∞百合子社
日本写真判定株式会社 後援  三重県／松阪市／三重県中小企業家同友会 ボランティア協力  皇學館大学／高田短期大学／三重県立公衆衛生学院

　今年で5回目となるキッズ☆おしごと
広場。連続参加の企業、団体さんはさら
にパワーアップ。３社の初参加企業さんを
含め36社・団体と、学生ボランティアが
笑顔で子どもたちを迎え、熱気あふれる
２日間となりました！

　キッズ☆おしごと広場は「きちんとあい
さつ！」がお約束。照れくさそうにしていた
子どもたちも、企業さんたちのサポートで、
だんだん大きな声で「こんにちは」「ありが
とう」が言えるようになりました。

　このイベントに毎年参加して５年の月日が
経過しました。
　初回はクリップを使いモータを作らせまし
た。このモータは弊社新入社員の導入教育で
実施しているものであり、材料・方法等は慣れ

ているので簡単に行え
ると思っていましたが、
子どもは予想がつかな
い事をするので非常に
難しく感じました。
　しかし、子どもたち
が自分で作ったものが
動くかどうかのドキド

キ・ワクワク、動いた時の喜びの顔、そして帰
る時の「ありがとう」の言葉に癒されました。
以後、子どもたちが興味を持つ「動くもの」
「光るもの」をテーマにして題材を考えてき
ました。
　又、このイベントへの参加は弊社社員教育
にもなっています。どのように説明・指導する
か。何を作らせたら喜ぶか。時間は。原価は。
等、仕事でも重要な内容であり、
役立っています。
　 今では若 い
社 員 が 進 んで
動いてくれるの
で私は楽になり
ました（笑）

　今年で開催5回目となるキッズ☆おしごと
広場。ご縁あっ
て、第1回からス
タッフ総出で参
加をしています。
　子どもたちに
お 仕 事 を 体 験
してもらうなん
て初めてのこと
で、1回目は企画から実行まで全てが手探り
でした。
　「子どもたちがリラックスできるように」
「楽しめるように」「難しくないように」な
どなど、みんなで力をあわせ工夫をしたかい
あって、当日はたくさんの笑顔に触れ、心が
満たされたのを覚えています。
　私たちが毎回キッズ☆おしごと広場に参
加している理由のひとつは、「喜んでもらう喜
び」を実感できることです。「ありがとう」「楽し
かった」「来年も来るね」…子どもたちの言葉と
笑顔が私たちの心を豊かにし、そして、社内の
絆も深まります。

　これまでもこれか
らも、キッズ☆おし
ごと広場はエストに
とって欠かすことので
きない年に一度の大
切な恒例行事です。

　毎回参加させて頂く事で、子どもたちから
たくさんの元気をもらえ、参加している自分
達も楽しませてもらっています。
　子どもたちに、介護という仕事を少しで
も理解して頂き、将来介護の仕事に就きた
いと思って頂けるように毎回スタッフで何を
するのか考えて参加させて頂いております。
スタッフとしては、全く介護をしらない子ど

もたちに、日頃自分
がしている事を簡潔
に伝えるためには、
どうすれば理解しや
すく伝わりやすいの
か、毎年試案してい
ます。
　 子 ど も た ち に は

「介護＝やさしい気持ち」を伝えるように毎
年心掛けています。車椅子を押す体験や服
を脱がす・着せる体験の中で、相手を思いや
る気持ちの大切さが介護には必要であるこ
とを伝えられればと思っています。やさしい
気持ちとは介護だけでなく、これから大人に
なり、社会を生きて
いく中で身に付け
て頂きたい道徳心
でもあるので、少し
でも私たちがそれ
を伝えられればと
思っています。

第５回 キッズ☆おしごと広場

初参加企業

株式会社

宮忠

株式会社

ボンタイム

宇野重工
株式会社

参加企業・団体 ……………36社

2日間の入館者 …… 約6,800名

提供したお仕事数 … 約3,200　

旭電気株式会社 株式会社エスト 有限会社ケアステーションたきび
制御装置部部長　電装部主幹　藤岡 秀人さん ディレクター・デザイナー　坂井 治美さん 施設長　内田 英希さん

開催日：平成29年7月1日（土）・2日（日）
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公益財団法人
三重こどもわかもの育成財団
三重県立みえこどもの城
〒515-0054
三重県松阪市立野町1291
中部台運動公園内
TEL0598-23-7735　FAX0598-23-7792
ホームページ　http://www.mie-cc.or.jp

地域社会の大きな枝葉が、子どもや若者や家族を温かく包み込むように支えるマークとなっています。中心の円の三色はそれぞれ黄色は
「子ども」、橙色は「若者」、青色は「家族」を表しており、地域社会とともに育成支援をしていこうという当財団の思いを表しています。

財団のシンボルマーク

みえこどもの城のクライミングって？

この人がビレイヤー

7m×14m
子ども向けの
ルート設定

第13回 クライミング選手権　9月9日（土）

みえこどもの城
クライミングウォール

■ 初 級
壁を横に移動するよ（トラバース）。
小学1年生から体験できます。どの
石を使って移動してもOK！簡単そう
で、意外に難しいんだよ。

■ 中 級
指定された石だけを使って、高さ4
ｍのゴールをめざすよ（ボルダリン
グ）。小学校3年生以上が対象で
す。小学生は全8種類のコースをクリ
アして、上級をめざそう！

■ 上 級
高さ4mのゴールを、自由なコース
でめざすよ。月2回はロープを身に
つけ、7ｍまで登ることができます
（トップロープ）。ビレイヤーが下で
ロープを持って安全を確保します。

ビギナー
優勝者

新
ビギナー
優勝者

子どもたちのやる気に、元気をもらってます！

気軽にクライ
ミングを始める
きっかけに！

登る表情
は真剣そのもの、

支えるのは
パパ・ママたちボランティア！

みえこどもの城クライミ
ング選手権には初参加！
タイムがダントツ1位で
した。

現在、ジムに通って技術
を磨いています。弟さん
が今、みえこどもの城に
通っています。

現在、お父さんと一緒に
トップロープに通ってい
ます。

神田 梨太郎さん（小3）園田 琉晟さん（小2） 大東 裕汰さん（小6）

スーパー
ユース
優勝者

ユース
優勝者

ミドル
優勝者

兄妹そろって優勝！2人とも今年度のえひめ国体三重
県予選を突破し、東海大会に出場。

赤木 大輝さん（高2）赤木 彩輝さん（中3）

お母さんも大輝くんも、当館ボランティアスタッフです。

毎年1回

開催！！

とても頼り
になる

ボランティアさん

子どもたちの達成感やチャレンジする気持ちを育みたい！！
クライミングウォールの命であるルート設定に当たっては、こどもの城のスタッフがルートセッターと徹底的に議論
して決めていきます。「できるという見通しが持てる」だけど「簡単には攻略できない」そんなこだわりのコース、
だからこそ頑張れる。そんな思いのこもったルートに、年間1万4千人（累計）もの子どもたちが挑んでいます。

全員安全面
にはとても気を

使っています。

私たちも
クライミングを
楽しんでいます！

競技の様子

恒例の「みえこどもの城クライミング
選手権」。今年は5クラスに分け、総
勢43名が参加。日頃の練習の成果を
元気いっぱい見せてくれました。

選手権クラス分け表
クラス

種目
新ビギナー 
（小１～２年）

ビギナー 
（小３～６年）

ミドル 
（小３～６年）

ユース 
（中１～）

スーパーユース 
（中１～）

トラバ ース ○ ○ ○ ○ ○
ボルダリング ○ ○ ○ ○
トップロープ ○ ○ ○
※クラスによってコースの難易度が異なります。

楽しんで笑顔で

帰ってほしいと、

アドバイスにも

力が入ります。

クライミングは個人競技のようですが、掛け声ひとつでその場がひとつになれる、そんなあたたかい競技ですね。観戦者コメント

子どもたちの

笑顔に癒されます。

Enjoy climbing!

出来るか出来ないかじゃない、

やるかやらないかだ！
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